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（2024.10見直し） 

 昨年度末、当院は JCHOでは初と

なる電子処方箋を発行した。しかしな

がら、受付時の選択によっては発行エ

ラーが発生するなどの不具合の調整

で、本稼働には至らなかった。 

 この 10月時点において電子処方箋

発行のソフトの問題は概ねクリアされ

たが、若干の問題が残っている状況

である。 

また別に、選定療養（後発品と先発

品の差額を患者が払う）制度が 10月

より開始され、初日から調剤薬局にお

ける支払いでのトラブルが発生する

など混乱している。本手順書は当初、

これら、電子処方箋および選定療養

の体制整備を待って発行する予定で

あったが、電子処方箋は間に合わな

い見通しのため、選定療養の操作が

固まった 10月末の時点での手順書

として、発行する。 

 

 

 



 

第一章：医薬品安全管理責任者関連 
 

101 医薬品安全管理責任者（2013/03） 

102 安全管理組織図（2023/05） 



最終改訂 2013/03 

 

【医薬品安全管理責任者】 

 

病院長は、医療法施行規則第一条の十一 第２項第二号イ医薬品の使用に係る安全な管理

のための責任者の配置に基づき、医薬品安全管理責任者を配置する。 

医薬品管理者責任者は、医薬品に関する十分な知識を有する常勤職員であり、医師、歯科医

師、薬剤師又は看護師のいずれかの資格を有する者から任命するが、病院長の兼務は不可で

ある。 

 

【医薬品安全管理責任者の責務】 

  医薬品安全管理者は、同法に規定された以下の業務を行う。 

⚫ 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施 

⚫ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業

務の実施 

⚫ 医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目

的とした改善のための方策の実施 

 

医薬品安全管理責任者の定義 
 



最終改訂 2023/05 

 

 

医薬品安全管理責任者（薬剤部長） 

⚫ 医薬品安全管理の総括責任・麻薬管理者とする。 

⚫ 医薬品安全管理者の定義に示された内容の業務を行う。 

 

感染症関連薬剤安全管理：感染制御担当として届け出した薬剤師 

⚫ 院内感染対策委員会等において適正な感染対策を企画・立案・提案する。 

⚫ 感染症薬剤（国支給薬を含む）の適正使用・安全管理の統括を担う。 

⚫ 届け出抗菌薬の書類管理を行う 

 

医薬品情報室（医薬品情報担当） 

⚫ 添付文書改訂対応、医薬品集作成、DI レター作成、副作用発生・患者情報対応などを

通じた安全管理・適正使用情報を担当する。 

⚫ 治験・倫理委員会を担当する。 

⚫ 責任者（薬剤部長）が不在の際に統括を行う。 

 

がん関連薬剤安全管理（がん化学療法認定薬剤師・JASPO外来がん治療認定薬剤師） 

⚫ がん化学療法等の安全・円滑な実施に寄与する。 

⚫ 緩和薬物療法等の安全・円滑な実施に寄与する。 

⚫ がん化学療法・緩和医療に関する薬物知識の院内および院外への伝達を行う。 

 

病棟担当薬剤師 

⚫ 病棟担当薬剤師は、病棟における医薬品の安全使用と危険防止を担う。 

➢ 院内在庫医薬品の期限等を含めた供給部分の適正管理 

➢ 医薬品有害事象の収集・報告等を含めたリスク管理 

➢ 病棟薬剤活動や服薬指導を通じ、個別の薬物療法適正化に寄与する 

病院長 

医療安全の上部組織 

医薬品安全管理者 

（薬剤部長） 

感染症関連薬剤安全管理 

（感染制御担当） 

病棟担当薬剤師 

調剤等担当薬剤師 

医薬品情報室 

（DI室担当者） 

がん関連薬剤安全管理 

（各認定薬剤師） 

医薬品安全管理 組織図 
 


